
『
方
丈
記
』
成
立
過
程
考

-
大
福
光
寺
本
の
内
部
微
意
を
中
心
に
-

は

　

じ

　

め

　

に

「
方
丈
記
」
に
広
略
両
系
統
の
本
文
の
存
す
る
こ
と
は
既
に
常
識
と
な
っ
て

い
る
L
t
両
本
の
性
格
づ
け
も
先
学
に
よ
っ
て
多
数
試
そ
ら
れ
て
お
り
へ
そ

れ
ぞ
れ
に
示
唆
探
い
。
し
か
し
な
が
ら
'
両
系
統
の
関
係
と
な
る
と
'
未
だ

定
説
を
見
な
い
。
今
、
広
略
両
本
の
関
係
に
つ
い
て
へ
世
に
行
わ
れ
て
い
る

諸
説
を
整
理
す
れ
ば
t

l
　
広
本
が
鴨
長
明
自
K
作
で
あ
り
'
略
本
は
後
人
の
偽
作
で
あ
る
と
す
る

も
の
へ

二
　
広
略
両
本
と
も
に
鴨
長
明
虫
作
で
あ
り
'
略
本
が
広
本
に
先
行
す
る

(

草
稿
本
で
あ
る
と
す
る
も
の
へ

珪
-
)

と
二
説
に
大
別
で
き
る
.
こ
う
し
た
性
質
の
間
皿
に
つ
い
て
は
新
賢
料
の

発
見
で
も
な
い
限
り
、
明
快
な
解
答
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
'
私
は

略
本
が
広
本
よ
り
先
に
成
立
し
た
か
へ
そ
れ
と
も
後
人
に
よ
る
偽
作
か
で
t

r
方
丈
記
」
の
読
み
と
り
が
大
き
-
異
な
っ
て
-
る
と
考
え
て
い
る
。
従
っ

森
　
　
下
　
　
要
　
　
治

て
、
広
本
の
精
確
な
読
み
と
り
の
た
め
に
も
'
広
略
両
本
の
関
係
の
解
明
に

取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

小
稲
は
へ
　
こ
の
　
「
方
丈
記
」
　
の
広
略
両
本
の
関
係
に
検
討
を
加
え
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
へ
　
そ
の
方
法
と
し
て
'
諸
本
中
最
も
信
棚
す
べ
き

本
文
で
あ
る
広
本
系
古
本
の
大
福
光
寺
本
の
内
部
徴
態
に
依
拠
し
っ
つ
論
を

進
め
よ
う
と
思
う
。

「
記
」
と
呼
ば
れ
る
文
学
が
あ
る
。
そ
の
起
軒
は
中
国
に
求
め
ら
れ
る

が
'
日
本
に
お
い
て
も
そ
れ
に
倣
っ
て
古
か
れ
た
「
記
」
の
文
学
が
r
本
朝

文
粋
」
等
に
見
ら
れ
る
。
r
方
丈
記
」
も
'
こ
う
し
た
「
記
」
の
文
学
の
系

t
S
"
)

列
の
延
長
線
上
に
位
班
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
.

1
体
へ
　
「
記
」
の
文
学
作
品
は
へ
そ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
・
テ
ー
マ
・
桐
成
等

に
似
通
っ
た
点
が
多
々
看
取
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
'
「
記
」
の
文
学
は
'
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あ
る
一
定
の
型
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
書
か
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。従
来
へ
　
r
方
丈
記
」
は
読
み
手
に
よ
っ
て
自
由
に
読
ま
れ
、
そ
の
中
で

r
方
丈
記
」
　
の
構
成
に
つ
い
て
も
慈
恵
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
だ
が
'
以
上
の
前
提
に
立
ち
つ
つ
へ
　
r
方
丈
記
」
　
の
構
成
を
把
え
な
お

せ
ば
'
「
記
」
の
作
品
の
系
列
を
遡
及
す
る
こ
と
で
、
そ
の
構
成
に
つ
い
て

も
一
定
の
型
が
見
出
せ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
へ
　
r
方
丈
記
」
　
へ
の
影
響
が
以
著
な
「
記
」
の
文
学
を
取
り

あ
げ
へ
　
そ
の
柄
成
を
整
理
し
よ
う
と
思
う
.

二

「
記
」
の
系
列
の
中
で
r
方
丈
記
」
　
へ
の
影
野
を
考
え
る
時
、
ま
ず
白
楽

天
の
作
品
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
共
天
の
r
池
上
前
非
序
」
と

r
草
堂
記
」
と
は
t
 
r
方
丈
記
j
の
執
筆
に
少
な
か
ら
ぬ
点
で
範
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
腿
滋
保
胤
r
池
亭
記
」
に
'
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い

わ
れ
る
O
は
じ
め
に
へ
　
こ
の
二
作
品
の
構
成
を
整
理
す
る
o

o
白
楽
天
r
池
上
筋
琵
T

I
へ
住
居
の
位
道
と
そ
の
造
作
、
調
度
な
ど
の
様
に
関
す
る
叙
述
(
「
都

城
風
土
水
木
勝
1
万
長
平
滑
可
二
以
坐
臥
こ
)
0

Ⅱ
へ
そ
の
地
に
棲
む
に
至
っ
た
経
緯
の
略
述
(
「
太
和
三
年
夏
～
今
率
為
一

地
中
物
一
失
」
)
0

Ⅲ
へ
意
に
適
っ
た
住
居
で
の
'
自
由
気
侭
な
生
活
に
つ
い
て
の
叙
述
(
「
毎
レ

池
二
風
春
池
月
秋
l
～
命
為
二
池
上
篇
二
H
.
1
酎
」
以
上
I
か
ら
Ⅲ
へ
序
)
0

Ⅳ
、
恵
に
適
っ
た
住
居
へ
の
満
足
感
と
人
生
を
終
え
よ
う
と
す
る
心
城
の
叙

述
(
「
十
畝
之
宅
五
畝
之
図
-
吾
将
レ
終
一
老
乎
其
間
」
へ
本
訂
)
0

○
白
菜
天
r
草
堂
記
L

I
へ
匡
臆
の
見
事
な
黄
と
'
そ
れ
に
心
打
た
れ
て
構
え
た
革
質
の
有
様
の

叙
述
(
「
匡
頗
奇
秀
甲
こ
天
下
山
一
～
儒
迅
俳
古
各
三
両
巻
」
)
.

Ⅱ
へ
草
堂
を
四
絶
す
る
自
然
の
茄
組
と
へ
そ
の
草
堂
で
の
気
侭
な
生
活
の
叙

述
(
「
楽
天
即
来
為
主
～
故
云
甲
二
雌
山
1
者
」
)
0

Ⅲ
へ
一
般
の
住
居
や
'
自
分
の
以
前
の
住
居
と
比
較
し
て
へ
　
こ
の
草
堂
が
い

か
に
素
晴
ら
し
-
'
自
分
の
生
活
を
安
楽
に
し
て
い
る
か
を
叙
述
(
「
隠

凡
人
豊
二
l
屋
一
～
因
為
二
草
堂
記
こ
)
.

次
に
へ
以
上
の
白
楽
天
の
r
池
上
口
井
序
J
 
r
草
堂
記
」
の
形
m
を
受
け

て
む
か
れ
た
と
言
わ
れ
る
腿
滋
保
胤
r
池
亭
記
j
の
柄
成
を
整
班
す
る
o

〕
耶
E
X

O
腿
滋
保
胤
r
池
亭
記
し

I
t
西
の
京
の
衰
退
の
様
の
叙
述
　
(
「
予
二
十
余
年
以
来
～
天
之
亡
二
西

京
1
。
非
二
人
之
罪
一
明
也
」
)
0

Ⅱ
へ
都
の
住
み
に
-
さ
と
へ
人
々
の
郊
外
へ
の
移
住
に
よ
る
机
の
衰
亡
と
に

つ
い
て
の
叙
述
(
「
虫
京
四
条
以
北
～
是
天
之
令
レ
然
欺
O
将
人
之
自
狂

2
-
f
I
¥
O

Ⅲ
、
「
池
亭
」
の
位
置
と
そ
の
有
様
に
つ
い
て
の
叙
述
(
「
予
本
邸
房
処
]

～
冬
有
南
街
之
日
l
。
可
二
以
泉
下
背
」
)
.
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Ⅳ
'
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
1
た
「
池
亭
」
で
の
'
仏
道
に
帰
依
L
へ
古
物
を
愛

す
る
生
活
に
つ
い
て
の
叙
述
(
「
予
行
年
漸
垂
.
豆
句
l
～
我
愛
二
吾
宅
1
。

不
レ
知
-
共
作
こ
)
。

V
へ
理
想
的
住
居
論
の
展
開
(
r
応
和
以
来
～
子
孫
相
承
o
可
レ
不
レ
偵

乎
」
)
0

Ⅵ
、
署
名
(
「
天
元
五
載
。
孟
冬
十
月
。
家
主
保
胤
。
自
作
自
宅
」
)
0

三

以
上
を
承
け
て
'
次
に
r
方
丈
記
」
　
の
柄
成
を
示
す
が
'
本
文
は
略
本
に

つ
い
て
は
延
根
本
へ
広
本
に
つ
い
て
は
大
福
光
寺
本
を
と
り
あ
げ
る
。

リ

S

3

5

)

○
略
本
r
方
丈
記
」
　
(
延
棟
木
)

I
へ
　
こ
の
世
の
住
居
と
人
間
と
の
は
か
な
い
関
係
に
つ
い
て
の
叙
述
(
「
行

く
川
の
流
は
絶
ず
し
て
'
～
う
れ
へ
な
ら
ぬ
時
は
柿
な
り
」
)
0

Ⅱ
へ
辛
い
別
れ
と
人
間
の
欲
望
と
に
よ
っ
て
へ
不
安
な
も
の
に
な
っ
て
い
る

現
世
で
の
生
活
の
叙
述
　
(
「
若
き
子
を
さ
き
だ
て
～
～
二
の
ま
な
こ
間

づ
る
を
待
つ
ば
か
り
也
」
)
0

Ⅲ
、
草
庵
の
つ
く
り
に
つ
い
て
の
叙
述
(
「
安
に
わ
れ
へ
探
き
谷
の
ほ
と
り

閑
な
る
林
の
間
に
～
誰
を
か
宿
し
'
何
も
の
を
か
正
か
む
」
)
0

Ⅳ
'
狭
い
な
が
ら
も
気
侭
で
自
由
な
草
庵
の
生
活
に
つ
い
て
詳
述
　
(
「
沢
の

S-H

根
芹
へ
峰
の
木
の
実
～
信
教
の
恩
あ
ら
ん
こ
と
を
持
　
つ
ば
か
り
也
」
)
0

V
へ
知
足
の
生
活
の
中
で
の
'
死
を
迎
え
る
ば
か
り
の
心
坊
を
試
呈
(
r
方

丈
の
す
ま
ひ
楽
し
さ
こ
と
～
六
道
四
生
の
群
生
を
導
か
む
こ
と
へ
　
い
く

ぱ
く
の
楽
み
ぞ
や
」
)
0

Ⅵ
'
和
歌
(
「
坦
ぞ
め
の
こ
ろ
も
に
に
た
る
心
か
と
と
ふ
人
あ
ら
は
い
か
ゞ

こ
た
へ
む
」
)
0

Ⅶ
'
署
名
(
「
桑
門
蓮
胤
　
誌
之
」
)
0K

B
"
)

○
広
本
r
方
丈
記
」
　
(
大
福
光
寺
本
)

I
へ
　
こ
の
世
の
住
居
と
人
間
と
の
は
か
な
い
関
係
に
つ
い
て
の
叙
述
(
「
ユ

ク
河
ノ
ナ
カ
レ
バ
ク
エ
ス
シ
テ
～
キ
エ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
タ
ヲ
マ
ツ
串
ナ

シ」)o

Ⅱ
へ
作
者
自
身
が
見
間
し
た
天
変
地
只
に
関
す
る
叙
述
(
「
予
モ
ノ
,
心

ヲ
シ
レ
リ
シ
ヨ
リ
～
串
ハ
ニ
カ
ケ
テ
ィ
ヒ
イ
ツ
ル
人
タ
ニ
ナ
シ
」
)
0

Ⅲ
へ
　
人
間
関
係
の
苦
し
み
へ
　
そ
し
て
人
間
関
係
か
ら
生
ず
る
欲
や
「
ウ
ラ

-
」
に
つ
い
て
の
叙
述
(
「
ス
ヘ
テ
世
中
ノ
ア
リ
ニ
ク
,
～
ク
マ
ユ
ラ
モ

コ
,
ロ
ヲ
ヤ
ス
ム
ヘ
キ
」
)
0

Ⅳ
'
隠
松
ま
で
の
経
相
の
叙
述
(
r
ワ
カ
、
-
父
カ
タ
ノ
～
又
五
カ
へ
リ
ノ

春
秋
ヲ
ナ
ン
経
ニ
ケ
ル
」
)
。

V
へ
　
「
方
丈
」
　
の
臓
に
つ
い
て
の
叙
述
(
r
コ
,
二
六
ソ
チ
ノ
謁
キ
エ
カ

タ
ニ
ヲ
ヨ
ヒ
テ
～
カ
リ
ノ
イ
ポ
リ
ノ
ア
リ
ヤ
ウ
カ
ク
ノ
部
シ
」
)
O

Ⅵ
'
「
方
丈
」
の
庵
で
の
生
活
の
讃
美
(
r
ソ
ノ
所
ノ
サ
マ
ヲ
～
ス
マ
ス
シ

テ
誰
カ
サ
ト
ラ
ム
」
)
0

Ⅶ
'
隠
棲
に
お
け
る
矛
盾
の
告
白
(
「
抑
一
期
ノ
月
カ
ケ
カ
タ
フ
キ
テ
～
不

許
阿
弥
陀
仏
両
三
遍
申
テ
ヤ
-
ヌ
」
)
.

Ⅷ
、
署
名
(
「
千
時
建
僧
ニ
フ
タ
ト
セ
ヤ
ヨ
ヒ
ノ
ッ
コ
モ
リ
コ
ロ
桑
門
ノ
迎

胤
ト
ヤ
マ
ノ
イ
ホ
リ
ニ
シ
テ
コ
レ
ヲ
シ
ル
ス
J
)
0
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四

取
り
あ
げ
た
五
作
品
の
構
成
を
叙
述
内
容
に
よ
り
整
理
す
れ
ば
'
表
-
川

の
よ
う
に
な
る
。

「
方
丈
記
」
　
が
、
先
行
す
る
「
記
」
の
文
学
の
叙
述
内
容
を
受
容
し

(
帥
・
H
1
日
)
へ
膨
ら
ま
せ
て
い
る
(
川
・
帥
・
Ⅲ
・
川
)
こ
と
が
看
取

さ
れ
る
。

分
段
の
前
段
階
と
し
て
'
少
な
-
と
も
桐
成
を
以
上
の
よ
う
に
押
さ
え
る

こ
と
だ
け
は
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
「
方

丈
記
」
の
構
成
を
把
握
す
る
こ
と
が
'
著
し
-
客
観
性
を
欠
い
た
も
の
で
あ

る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

従
っ
て
こ
の
検
証
か
ら
t
 
r
方
丈
記
」
を
、
そ
の
叙
述
内
容
よ
り
も
略
本

(
延
徳
本
)
は
七
つ
へ
広
本
(
大
福
光
寺
本
)
は
八
つ
の
郡
分
に
分
け
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
。

五

r
方
丈
記
j
が
い
わ
ゆ
る
和
漢
混
拓
文
の
文
章
で
あ
る
こ
と
は
'
既
に
多

く
の
先
学
の
御
指
摘
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
'
そ
の
よ
う
な
中
で
河
崎
正
之

氏
・
遠
藤
好
英
氏
に
t
 
r
方
丈
記
」
の
文
串
を
詳
細
に
分
析
・
考
察
な
さ
っ

た
御
論
稲
が
あ
萄
〉
今
,
両
氏
が
指
摘
さ
れ
た
,
r
方
丈
記
」
の
文
辞
に
於

け
る
漢
文
訓
読
的
・
和
文
的
要
素
を
'
先
に
検
討
し
た
大
福
光
寺
本
の
八
つ

の
部
分
毎
に
絞
る
と
'
興
味
深
い
結
果
が
得
ら
れ
る
。
た
だ
し
へ
河
崎
氏
が

方丈記
池

亭

草

Iv.

池

上

篇

作広
本
悪砦

.一、 口
口口

記 記
琵

叙 述 内 容

I I (イ) 世界組

Ⅱ トⅡ (ロ) 社会視察

Ⅲ Ⅲ (ハ) 入部組察

Ⅳ Ⅱ (ニ) 隠棲に至る経緯

Ⅴ Ⅲ IⅡ I I (ホ) 住居の有様

ⅤI IV IV n IⅡ (ヘ) 閑居の讃美

Ⅴ Ⅲ IⅤ (卜) 死 を迎える心境の告白

Ⅴ (チ) 住居論

Ⅶ (リ) 隠退生活の矛盾の告白

Ⅵ (メ) 和 歌

Ⅷ ⅥI ⅤI (ル) 署 名
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検
索
し
示
さ
れ
た
数
値
に
は
若
干
の
疑
問
が
存
L
へ
遠
藤
氏
が
底
本
と
さ
れ

た
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
そ
の
本
文
が
本
稿
で
用
い
る
大
福
光
土
寸
鉾
竃

ず
L
も
嘉
し
な
い
の
で
'
数
値
に
つ
い
て
は
r
整
方
丈
記
総
索
引
j
に

依
り
私
に
調
透
し
た
も
の
を
示
す
(
義
-
∽
)
.
な
お
各
項
目
の
詳
細
に
つ

い
て
は
へ
河
崎
氏
・
遠
藤
氏
の
御
論
稲
と
r
総
索
引
j
と
を
参
宕
さ
れ
た

い
。ま
ず
漢
文
訓
読
的
要
素
に
つ
い
て
み
る
。



大福光寺本の沃文訓読的語句・語法　表- (2)

イ ア ス ソ コ ト ズ
e.

7

d. C.

汁
消

b.

ゴ
卜

a.

辛
ク

ノ、 ル ナ レ レ イ

ヘ

:/ .-

ム
ヤ
イ

ノ、

ノ＼
チ
′、○ ヨ ド ア J

チ
・y
T
1
ズ
シ ル

′.、 一、 ) リ モ の
○ ○ ○ チ

′、 己 ○ ○

ら 〇
、..′

然
形
ザ

レ

、...メ

4 2 1 1 1 I

広

本

方

丈

記

莱

福
光
守
杢

4 10 1 1 1 1 7 Ⅲ

1 1 1 2 Ⅲ

1 1 1 IV

1 3 Ⅴ

2 8 3 2 3 1 2 4 2 1 Ⅵ

1 1 Ⅶ

1 Ⅷ

7 22 7 2 1 7 4 4 2 4 15 2 計

荏)　各項目の下に(○)を付したものは,築島裕r平安時代の漢文訓読語につ

きての研究」 (注9)第四章「漢文訓読語の語蛍」で「訓点特有語景」と

して取りあげられていることを示す。また,最初の五項目に付したアルフ

ァベットは表- (3)に対応語の存することを示す。
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格 壁 モ モ オ ナ 堤 ベ 夕 夕 イ イ
助 シ シ ヨ カ 示 ア カ ト ト ノ、 ノ、
詞 ビ レ 壬五

Da
夕 フ ヘ ヒ ク ユ

ガ
ト
占 杏 ノ、 ズ ′、 ′、

ル

+ 示 ズ l̂
ト
○

形 辛 然 す
′、
○ 主

ト

シ
≡

、.一′ ○
式

+K
nu
%

ノ、 形

ナ
レ

ノ、

コ
レ
〇

、一.

、..メ モ

ら

50 .0 2

3 6.4 1 1 2

33 .3 2 1 1 1

0

60 .0 1 5 1

ll.1 2 5 2 1

0 1 1

0

29 .4 3 2 7 1 1 7 1 5 1 1 1 1
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表
-
∽
よ
り
へ
漢
文
訓
読
的
語
句
・
語
法
の
使
用
に
偏
り
の
あ
る
こ
と
が

看
取
さ
れ
る
。
使
用
状
況
を
み
れ
ば
t
 
E
・
Ⅵ
に
は
非
常
に
多
-
用
い
ら

れ
'
ま
た
-
・
Ⅲ
に
も
比
較
的
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
Ⅳ
・

>
・
」
-
m
に
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
」
;
・
>
　
　
　
　
に
つ
い
て
も
う
少
し
細
か
く
見
れ
ば
'
表
の
最

(
注
1
n
U

後
の
項
目
「
格
助
詞
ガ
+
形
式
語
」
の
数
値
に
関
し
て
Ⅴ
の
み
が
六
〇
%
と

高
率
で
あ
る
の
に
対
し
t
 
f
c
-
&
-
n
で
は
い
ず
れ
も
〇
%
で
あ
り
'
そ
こ

に
際
立
っ
た
特
色
が
み
ら
れ
る
。

今
便
宜
的
に
'
こ
う
し
た
語
句
・
語
法
の
使
用
郷
度
を
漢
文
訓
読
的
調
子

の
強
弱
に
繋
げ
て
考
え
れ
ば
'
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ

ー
つ
0

一
t
 
h
h
・
a
・
H
・
」
は
、
漢
文
訓
読
的
調
子
が
強
い
。

二
、
Ⅴ
は
各
項
目
の
実
数
は
多
-
な
い
が
へ
　
「
格
助
詞
ガ
+
形
式
語
」
の

率
か
ら
見
て
へ
訓
読
的
調
子
が
弱
い
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。

三
へ
Ⅳ
・
Ⅶ
は
'
漢
文
訓
読
的
調
子
が
弱
い
(
Ⅷ
は
一
文
の
み
で
あ
る
の

で
'
速
断
は
避
け
よ
う
と
思
う
)
0

こ
れ
に
対
し
和
文
的
語
句
の
使
用
に
も
'
か
な
り
の
偏
り
が
み
ら
れ
る
。

今
、
河
崎
氏
・
遠
藤
氏
の
御
論
稿
を
参
考
に
し
つ
つ
'
卑
見
に
よ
り
項
目
を

選
び
加
え
て
調
査
し
た
結
果
を
示
せ
ば
'
表
-
川
の
如
-
に
な
る
。

こ
こ
で
は
'
和
文
的
語
句
の
使
用
が
Ⅱ
に
柴
申
し
て
い
る
.
検
索
し
得
た

総
用
例
数
一
〇
六
例
中
、
実
に
六
八
例
、
率
に
直
せ
ば
六
四
・
二
%
が
こ
こ

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

Ⅵ
に
も
比
較
的
よ
く
使
用
さ
れ
て
は
い
る
が
'
Ⅱ
の
使
用
状
況
の
比
で
な

大
福
光
寺
本
の
和
文
的
語
句
・
語
法
　
表
-
川

読 係 助 詞 接
続
助

オ
ホ
カ

ヤ
ウ
ヤ

ス モ ヤ C ..
Z
d .. C ..
汁
柄

b .
樵
ナ

a .
ど.辛

堵 コ カ ヤ ナ ゾ
ベ シ ス

ムT ノ、 T T 丁
敬 ソ ′、 ム m 夕 ウ

J～ ( 一、 ズ リ ク

ノ、 ( 〇
、、一.′
9 9 ド メ.、 ′、

○ ○ ○ の
( (

ベ
リ
○ 〇

、、.ノ
6

、.メ

9 9 、-′ 、-. 、..′ 巳
然

形

ネ

9 9

4 1 2 I
広
重

記

莱

福
光
守
杢

12 3 13 5 4 8 6 2 1 3 1 3 2 2 1 2 Ⅱ

1 1 1 1 Ⅲ

1 1 1 1 IV

1 Ⅴ

5 1 3 1 2 1 3 2 Ⅵ

3 1 Ⅶ

Ⅷ

12 3 2 8 5 5 10 12 3 1 7 2 4 3 3 5 1 2 汁

注)各項目の下に(○)を付したものは.築畠氏前掲雷により,訓点資料と
仮名文学とで二形対立の見られるもの,または訓点資料にはあまり例
のないものであると判断できるものであることを示す。
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い
こ
と
は
判
然
と
し
て
い
る
。



先
の
漢
文
訓
読
的
語
句
・
語
法
の
枚
討
に
な
ら
っ
て
言
え
ば
'
Ⅱ
は
和
文

的
調
子
が
極
め
て
強
い
へ
と
言
え
る
。

大

広
本
(
大
福
光
寺
本
)
の
文
章
に
'
も
う
ひ
と
つ
朗
著
に
現
れ
て
い
る
特

徴
を
挙
げ
れ
ば
'
そ
れ
は
対
偶
句
で
あ
ろ
う
。

対
偶
句
は
「
表
現
内
容
・
語
格
の
上
か
ら
対
応
す
る
二
句
以
上
を
並
立
さ

l
r
=
3

せ
て
'
対
照
と
語
調
の
妙
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
表
現
技
法
」
と
見
て
へ
ま

ず
誤
り
は
な
か
ろ
う
が
'
今
、
大
福
光
寺
本
の
対
偶
句
を
検
討
す
る
と
'
並

立
関
係
を
も
つ
句
の
認
定
の
仕
方
に
よ
り
へ
以
下
の
よ
う
な
種
類
が
見
出
せ

る
。I
へ
二
文
以
上
の
連
な
り
が
一
句
と
な
り
へ
　
こ
れ
が
対
を
な
す
も
の
。

3
'
一
文
中
に
迎
文
節
叫
位
で
対
を
な
す
も
の
。

EiIIiZq例
　
ト
カ
ク
イ
フ
ホ
ト
ニ

[ 齢
ハ
歳
　
　
二
タ
カ
ク

ス
…
カ
バ
ヲ
リ
　
　
ニ
セ
ハ
シ
。

4
'
1
文
中
に
単
文
節
が
対
を
な
す
も
の
o

例
　
世
中
二
ア
ル

(

[
Ⅱ又カ
ク
ノ
コ
ト
シ
。

或
ハ
露
ヲ
チ
テ
花
ノ
コ
レ
リ
。
ノ
コ
ル
ト
イ
ヘ
ト
モ
ア
サ
日
ニ

カ
レ
ヌ
。

(
こ
の
例
の
場
合
へ
以
下
に
「
人
」
と
「
栖
」
と
を
並
立
さ
せ
た
文
が

続
-
。
こ
こ
は
そ
の
序
の
働
き
を
し
て
お
り
へ
対
偶
句
と
認
め
う

る
表
現
価
値
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
.
こ
の
よ
う
に
表
現
技

法
と
し
て
熟
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
対
偶
句
と
見
な
す

が
、
印
文
節
の
印
純
な
羅
列
は
'
対
偶
句
と
は
認
定
で
き
な
い
。
)

5
'
互
文
柄
造
に
な
っ
て
い
る
も
の
。

例
　
ク
マ
シ
キ
ノ
-
ヤ
コ
ノ
ウ
チ
ニ

l
H
l
は
H
H
l
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或
ハ
花
シ
ホ
-
テ
露
ナ
ヲ
キ
エ
ス
。
キ
エ
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
タ
ヲ

マ
ツ
事
ナ
シ
。

2
t
 
I
文
が
T
句
と
し
て
対
を
な
す
も
の
。

例
「
ユ
ク
河
ノ
ナ
カ
レ
バ
ク
エ
ス
シ
テ
シ
カ
モ
、
ト
ノ
水
ニ
ア
ラ

-
V

ヲ
ナ
ラ
ヘ

ラ
カ
ヲ
ア
ラ

ソ
ヘ
ル
聞
:
+
]

ス
。

ヨ
ト
-
ニ
ウ
カ
フ
ウ
タ
カ
タ
ハ
カ
ツ
キ
エ
カ
ツ
ム
ス
ヒ
テ
ヒ
サ

シ
ク
ト
ゝ
マ
リ
タ
ル
ク
メ
シ
ナ
シ
。

人
ノ
ス
マ
ヒ
ハ
-
・
・
・

(
厳
密
に
言
え
ば
'
互
文
は
対
偶
句
と
は
別
の
も
の
だ
が
、
対
偶
句
に

似
た
形
式
を
と
り
'
対
偶
句
と
同
様
に
大
福
光
寺
本
に
特
徴
的
な
語

法
で
あ
る
の
で
'
こ
こ
に
含
め
る
。
)

以
上
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
を
対
偶
句
と
認
め
て
'
大
福
光
寺
本
に
お



け
る
そ
の
使
用
状
況
を
調
査
す
る
。
す
な
わ
ち
へ
大
福
光
寺
本
の
I
か
ら
Ⅷ

の
各
部
分
の
全
文
数
に
占
め
る
、
対
偶
句
を
な
し
て
い
る
文
(
対
偶
句
を
含

む
か
'
対
偶
句
の
l
郡
に
な
っ
て
い
る
文
)
　
の
割
合
を
罪
出
す
る
の
で
あ

る
。次
に
そ
の
結
果
を
示
す
が
、
文
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
t
 
r
方
丈
記
解
釈

t
は
1
3

大
成
」
の
本
文
に
従
っ
た
。

母
災
団
と
な
る
文
の
数
は
t

I
-
-
1
6
文
　
Ⅱ
-
-
1
 
1
7
文

Ⅳ
-
-
1
 
6
文
　
Ⅴ
-
-
1
 
9
文

Ⅶ
-
-
1
 
6
文
　
Ⅷ
-
-
-
文

で
あ
る
。・
-
t
　
　
八
七
・
五
6
¥
　
U
文
)

Ⅲ
-
-
二
八
・
二
S
?
　
(
f
文
)

Ⅲ
-
-
九
三
・
八
¥
O
　
/
L
文
)

Ⅳ
-
-
五
〇
・
〇
%
　
(
8
文
)

Ⅴ
-
-
一
五
・
八
%
　
(
3
文
)

班
-
-
1
 
6
文

Ⅵ
-
-
1
 
0
 
1
文

計
　
2
-
9
文

つ
の
相
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
.
し
か
し
な
が
ら
'
こ
こ
は
母
娘
団
が

少
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
'
あ
ま
り
強
調
し
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
郎
分
で
あ

ろ
う
.
節
二
に
触
れ
る
べ
き
こ
と
は
'
対
偶
句
の
使
用
が
'
そ
れ
に
よ
っ
て

表
出
さ
れ
る
内
容
と
も
探
-
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
へ
後
に
言
及
す
る
。

七

こ
の
よ
う
に
三
つ
の
組
点
か
ら
大
福
光
寺
本
の
本
文
を
検
討
す
れ
ば
'
先

に
叙
述
内
容
に
よ
っ
て
分
け
た
八
つ
の
柄
成
郎
分
に
次
の
よ
う
な
文
事
表
現

上
の
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。

Ⅵ
・
-
‥
五
五
・
四
;
s
 
a
文
)

Ⅶ
-
-
五
三
・
八
%
　
(
7
文
)
　
Ⅷ
-
-
〇
%

大
福
光
寺
本
全
文
-
-
四
五
・
五
*
(
2
文
)

※
括
弧
内
は
'
対
偶
句
を
な
し
て
い
る
文
の
実
数
を
示
す
。

こ
の
数
値
を
見
て
へ
第
一
に
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
対
偶
句
を
な
し

て
い
る
文
の
割
合
が
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
の
高
率
を
示
し
て
い
る
部
分

(
I
・
Ⅲ
)
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
の
部
分
(
」
;
・
」
・
」
)
へ
五
〇
パ
ー
セ

ン
ト
未
満
の
部
分
(
w
・
>
)
へ
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
部
分
(
Ⅷ
)
と
い
う
E
]

漢
文
訓
読
的
調
子
が
強
く
へ
和
文
的
表
現
が
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
'
対

偶
句
を
な
す
文
の
割
合
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
な
る
も
の
　
(
I

E

3

ォ

」

)

c

洪
文
訓
読
的
調
子
が
弱
く
'
和
文
的
表
現
が
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
'
対

偶
句
を
な
す
文
の
割
合
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
も
の
(
E
5
-
」
)
-

漢
文
訓
読
的
調
子
が
強
-
'
和
文
的
表
現
が
よ
く
見
ら
れ
へ
対
偶
句

を
な
す
文
の
割
合
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
る
も
の
　
(
ォ
)
-

漢
文
訓
読
的
調
子
は
強
い
と
も
弱
い
と
言
え
ず
'
和
文
的
衷
現
は

あ
ま
り
見
ら
れ
ず
'
対
偶
句
を
な
す
文
の
割
合
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
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下
回
る
も
の
　
o
r

五
　
そ
の
他
(
Ⅷ
'
こ
こ
は
先
述
し
た
通
り
へ
一
文
の
み
で
あ
る
の
で
、

(

速
断
は
避
け
る
)
0



＼
l

n

H

一

衷
-
川
で
示
し
た
よ
う
に
'
略
本
(
延
校
本
)
の
主
要
な
柄
成
部
分
は
'

ほ
ぼ
広
本
(
大
福
光
寺
本
)
　
に
包
含
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
へ

叙
述
内
容
川
・
用
・
川
に
つ
い
て
は
へ
細
か
な
詞
句
の
異
同
や
記
郡
の
多
寡

は
あ
る
も
の
の
へ
広
略
両
本
に
似
通
っ
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
o
こ
の
叙
述
内
容
川
・
帥
・
N
は
'
大
福
光
寺
本
で
い
え
ば
そ
れ
ぞ
れ

-
・
E
3
・
」
の
部
分
に
あ
た
り
へ
　
こ
れ
は
前
節
で
検
討
し
た
傾
向
の
t
を
示

す
も
の
と
合
致
す
る
。
先
の
一
の
う
ち
へ
対
偶
句
に
再
度
着
目
す
れ
ば
へ
　
こ

の
三
つ
の
部
分
が
、
大
福
光
寺
本
の
I
か
ら
Ⅶ
　
(
Ⅷ
は
前
節
で
述
べ
た
班
由

に
よ
り
触
れ
ず
に
お
く
)
　
の
う
ち
で
'
最
も
対
偶
句
の
頻
度
の
高
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
少
し
乱
暴
か
も
知
れ
な
い
が
'
他
人
を
し
て
読
ま
せ
る
こ
と

を
作
者
が
意
識
し
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。

今
仮
に
こ
の
-
・
H
-
」
を
ひ
と
続
き
の
文
章
と
考
え
れ
ば
へ
　
そ
の
文
章

は
'
ま
ず
作
者
の
無
常
感
が
披
挺
さ
れ
た
後
(
-
)
へ
人
間
社
会
で
の
く
る

し
み
や
憂
い
が
詳
述
さ
れ
　
(
班
)
へ
　
こ
れ
を
承
け
て
'
前
と
対
比
的
に
「
間

居
ノ
気
味
」
を
謡
い
あ
げ
た
　
(
Ⅵ
)
も
の
と
な
り
へ
単
純
で
は
あ
る
が
'
1

応
一
斑
し
た
柄
成
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
.
作
者
に
と
っ
て
鰯
常
感
の

披
淀
と
は
'
い
わ
ば
世
界
観
の
披
涯
で
あ
る
の
だ
か
ら
へ
　
そ
の
叙
述
に
は
当

然
肩
に
力
の
入
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
へ
　
こ
こ
で
の
「
閑
居
ノ
気
味
」

は
'
主
題
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
り
'
知
常
感
の
叙
述
と
同
等
も
し
く
は
そ

れ
以
上
に
主
張
す
べ
き
箇
所
で
あ
る
.
対
偶
句
と
い
う
表
現
法
が
こ
う
し
た

作
者
の
主
張
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
'
作
者
の
強
い
文
芸

的
創
作
意
識
が
働
い
て
い
る
か
わ
か
ろ
う
0

Ⅵ
(
叙
述
内
容
N
の
'

夫
、
人
ノ
ト
モ
ア
ル
モ
ノ
バ
へ
ト
メ
ル
ヲ
タ
ウ
ト
…
'
ネ
ム
コ
ロ
ナ
ル

ヲ
サ
キ
ト
ス
。
必
ス
シ
モ
'
ナ
サ
ケ
ア
ル
ト
へ
　
ス
ナ
ホ
ナ
ル
ト
ヲ
ハ
不

変
。
只
へ
糸
竹
・
花
月
ヲ
ト
モ
セ
ン
ニ
ハ
シ
カ
シ
0
人
ノ
ヤ
ツ
コ
タ
ル

物
ハ
'
賞
罰
ハ
ナ
バ
ク
シ
ク
へ
恩
顧
ア
ツ
キ
ヲ
サ
キ
ト
ス
。
更
ニ
'
ハ

ク
,
-
ア
ハ
レ
ム
ト
へ
　
ヤ
ス
ク
シ
ツ
カ
ナ
ル
ト
ヲ
ハ
ネ
カ
ハ
ス
。
只
へ

ワ
カ
身
ヲ
奴
姉
ト
ス
ル
ニ
ハ
シ
カ
ス

の
部
分
や
'

今
へ
　
サ
ヒ
シ
キ
ス
マ
ヒ
'
ヒ
ト
マ
ノ
イ
ホ
リ
'
-
ツ
カ
ラ
コ
レ
ヲ
愛

ス
。
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
-
ヤ
コ
ニ
イ
テ
,
'
身
ノ
乞
旬
ト
ナ
レ
ル
部
ヲ
ハ
ッ

ト
イ
ヘ
ト
モ
、
カ
ヘ
リ
テ
'
コ
,
ニ
ヲ
ル
時
ハ
'
他
ノ
俗
腕
ニ
ハ
ス
ル

部
ヲ
ア
ハ
レ
ム
.
若
へ
人
コ
ノ
イ
ヘ
ル
郡
ヲ
ウ
タ
カ
バ
,
t
 
m
ト
烏
ト

ノ
ア
リ
サ
マ
ヲ
見
ヨ
。
魚
ハ
水
ニ
ア
ラ
ス
。
イ
ヲ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
'
ソ

ノ
心
ヲ
シ
ラ
ス
。
ト
リ
ハ
林
ヲ
ネ
カ
フ
o
烏
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
'
共
ノ
心

ヲ
シ
ラ
ス
o
閑
居
ノ
気
味
モ
'
又
、
ヲ
ナ
シ
.
ス
マ
ス
シ
テ
、
誰
カ
サ

ト
ラ
ム

の
箇
所
に
は
、
抽
象
的
な
思
考
を
対
偶
表
現
を
連
ね
る
こ
と
で
論
址
的
に
記

琵
5

述
し
'
更
に
へ
読
む
者
を
説
得
し
反
論
を
許
さ
な
い
語
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。

そ
れ
は
と
り
・
&
な
お
さ
ず
'
作
者
の
強
い
訴
え
か
け
の
意
識
の
反
映
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

i
方
へ
五
大
災
厄
が
語
ら
れ
る
=
(
叙
述
内
容
帥
)
に
眼
を
転
ず
れ
ば
'

低
い
割
合
な
が
ら
対
偶
句
は
見
ら
れ
る
が
'
例
え
ば
'

ト
ヲ
キ
家
ハ
蛭
ニ
ム
セ
ヒ
、
チ
カ
キ
ア
タ
リ
ハ
ヒ
タ
ス
ラ
焔
ヲ
,
地
ニ

フ
キ
ッ
ケ
ク
リ
。
ソ
ラ
ニ
ハ
'
ハ
ヰ
ヲ
フ
キ
ク
テ
ク
レ
ハ
'
日
ノ
ヒ
カ
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リ
ニ
エ
イ
シ
テ
へ
　
ア
マ
ネ
ク
ク
レ
ナ
ヰ
ナ
ル
中
二
、
風
二
タ
エ
ス
へ
　
フ

キ
、
ラ
レ
ク
ル
ホ
ノ
ホ
'
飛
力
如
ク
シ
テ
へ
　
T
二
町
ヲ
コ
エ
ツ
,
ウ
ツ

リ
ユ
ク
。
其
中
ノ
人
へ
　
ウ
ツ
シ
心
ア
ラ
ム
ヤ
。
或
ハ
'
煙
ニ
ム
セ
ヒ

テ
'
タ
ウ
レ
フ
シ
'
或
ハ
'
ホ
ノ
ヲ
ニ
マ
ク
レ
テ
'
タ
チ
マ
チ
エ
死
ヌ

の
よ
う
に
'
先
の
二
つ
の
引
用
の
よ
う
な
訴
え
や
主
張
と
い
っ
た
も
の
は
感

じ
ら
れ
な
い
。
そ
の
か
わ
り
へ
冷
徹
な
組
察
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
写
実
的
叙

述
の
碓
か
さ
と
細
か
さ
が
あ
り
、
そ
の
精
確
さ
を
支
え
て
い
る
の
が
対
偶
表

現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

対
偶
と
い
う
ひ
と
つ
の
表
現
法
で
あ
り
な
が
ら
へ
そ
れ
が
生
み
出
す
効
果

の
迎
い
は
'
必
然
、
そ
れ
を
恵
図
し
た
作
者
の
執
諏
意
識
の
迎
い
に
帰
着
せ

ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
0

小
稿
の
冒
頚
で
、
r
方
丈
記
」
の
広
略
両
本
の
関
係
に
つ
い
て
の
諸
説
を

整
理
し
て
掲
げ
た
が
'
仮
に
略
本
が
後
人
の
偽
作
で
あ
る
と
す
れ
ば
へ
　
そ
の

偽
作
の
張
本
人
は
'
広
本
の
う
ち
文
章
表
現
上
同
一
傾
向
を
示
す
-
・
H

Ⅵ
の
部
分
を
選
び
出
し
て
略
本
を
創
り
上
げ
た
こ
と
に
な
る
o
そ
れ
は
ひ
い

て
は
へ
作
者
長
明
の
執
筆
意
識
の
違
い
を
も
見
抜
い
た
と
い
う
可
能
性
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
'
果
た
し
て
そ
の
よ

う
な
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
私
に
は
'
こ
れ
が
あ
ま
り
現
実
的
な
考
え

方
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

結
論
か
ら
言
え
ば
'
私
は
'
大
福
光
寺
本
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
広
本
が

°

　

°

　

'

　

°

　

°

　

°

　

°

　

°

　

°

　

°

　

e

　

°

　

°

　

°

　

°

執
筆
さ
れ
た
時
へ
草
稿
本
と
し
て
'
現
存
す
る
略
本
に
近
い
柄
成
と
内
容
と

を
持
っ
た
本
文
が
既
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

大
福
光
寺
本
の
文
章
表
現
上
の
特
徴
の
'
部
分
毎
の
異
な
り
は
'
執
筆
時

糊
の
迎
い
に
よ
る
も
の
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
O
執
筆
意
識
が
'
文
車
表
現

を
支
え
る
虫
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
疑
い
な
か
ろ
う
が
、
r
方
丈

記
」
の
よ
う
な
小
品
が
前
か
ら
順
に
一
気
に
書
き
あ
げ
ら
れ
た
と
す
る
な
ら

ば
へ
そ
の
執
筆
期
間
に
作
者
の
執
筆
意
識
が
転
々
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
考

ぇ
難
い
か
ら
で
あ
る
.
ま
し
て
「
記
」
の
文
学
の
よ
う
に
l
n
し
た
論
班
柄

成
を
嘩
え
た
も
の
に
関
し
て
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
大
村
光
寺
本

は
'
良
低
で
も
'
-
-
E
3
-
」
へ
Ⅳ
・
Ⅶ
'
=
、
V
の
四
度
に
わ
た
る
執
筆

の
末
の
本
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
へ
　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
時
へ
注
意
を
要
す
る
の
は
V
の
郎
分
の
扱

い
で
あ
る
。
こ
の
'
大
福
光
寺
本
の
V
は
'
叙
述
内
容
的
の
住
居
の
有
様
に

っ
い
て
述
べ
る
郎
分
で
あ
る
が
'
衷
-
川
に
掲
げ
た
先
行
作
品
と
比
較
し
て

も
わ
か
る
よ
う
に
も
こ
の
種
の
文
学
作
品
に
お
い
て
は
不
可
欠
の
記
即
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
草
稿
本
が
「
記
」
の
文
学
と
し
て
の
体
鼓

を
撃
え
る
た
め
に
は
'
叙
述
内
容
川
川
出
川
、
大
福
光
寺
本
で
言
え
ば
I
・

H
・
>
・
」
に
あ
た
る
郎
分
を
そ
の
柄
成
要
素
と
し
て
揃
え
て
い
た
と
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
こ
れ
は
広
略
両
木
に
共
通
す
る
叙
述
内
容
の
部
分
で

あ
る
)
O
 
L
か
L
t
 
H
・
」
と
V
と
で
は
'
文
串
表
現
の
傾
向
が
只
な

っ
て
い
る
。
私
の
こ
こ
ま
で
の
推
論
で
は
へ
　
こ
の
四
つ
の
部
分
は
、
文
章
表

現
に
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
見
せ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

細
谷
直
樹
氏
は
'
広
本
と
略
本
と
で
庵
室
の
内
装
の
叙
述
が
災
な
る
こ
と

に
目
を
つ
け
ら
れ
'
こ
れ
を
「
日
野
山
中
で
の
庵
室
の
根
株
が
え
」
の
た

K
3

め
へ
と
考
え
ら
れ
た
。
私
は
'
内
装
の
叙
述
の
広
略
両
木
で
の
差
を
、
細
谷

氏
の
よ
う
に
考
え
る
だ
け
の
確
証
を
末
だ
得
ず
に
い
る
が
、
広
本
の
記
述
か

ら
し
て
草
庵
の
転
居
が
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
り
、
松
枝
が
え
も
し
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く
は
転
居
に
よ
り
内
装
が
変
化
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
だ
ろ

う
。
従
っ
て
へ
大
福
光
寺
本
Ⅴ
は
'
1
度
は
全
面
的
な
古
き
か
え
が
施
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
へ
と
言
え
る
。
Ⅴ
が
-
・
H
・
」
と
追
う
傾
向
を
示
す
の

は
'
全
面
的
改
訂
を
経
た
後
の
本
文
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

ま
た
へ
V
で
全
面
的
な
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
'
細
か
な
推
敵

も
当
然
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
り
'
略
本
と
広
本
と
の
間
で
微
妙
な
詞
句
の
差

が
存
す
る
の
も
'
ひ
と
つ
に
は
こ
の
た
め
で
は
な
い
か
。

°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°
°

要
す
る
に
へ
略
本
に
近
い
柄
成
と
内
容
と
を
持
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る

草
稿
本
に
へ
細
か
な
推
鼓
と
大
胆
な
加
筆
と
が
行
わ
れ
て
'
今
あ
る
広
本
の

形
に
撃
与
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
へ
広
本
r
方
丈
記
」
の
原

形
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
へ
こ
の
草
稿
本
を
「
原
方
丈
記
」
と
呼
ぶ
。

九山
田
孝
雄
氏
は
広
本
「
方
丈
記
」
の
文
章
を
評
し
て
t

t
夕
へ
今
を
思
ひ
昔
を
顧
み
て
、
感
慨
に
堰
へ
ざ
る
あ
ま
り
等
を
珂
L

て
、
i
気
に
章
し
了
り
た
る
も
の
な
る
べ
-
'
そ
の
文
章
に
生
気
あ
り

I
I
.
'
,
'
I
'
i
.
'
M
I

I
.
I
'
'
"
i
'
'
,
I
㍉
.
'
'
'
'
'
・
'
I
'
1
.
・
言
,
二
.
'
I
I
I
f

と
述
べ
ら
れ
た
が
'
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
-
る
と
'
広
本
が
「
1
気
珂

成
」
に
書
き
あ
げ
ら
れ
た
と
は
考
え
に
-
い
こ
と
が
、
大
福
光
寺
本
の
表
現

よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

広
本
は
幾
段
階
か
の
推
散
を
経
た
後
の
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
へ
そ
の

意
味
で
は
'
小
稿
の
冒
頭
で
示
し
た
二
説
の
う
ち
、
略
本
草
稿
広
本
定
・
E
説

に
私
の
立
場
は
近
い
。

た
だ
へ
　
現
存
す
る
略
本
を
そ
の
ま
ま
広
本
の
草
稲
本
と
考
え
る
こ
と
に

も
'
い
さ
さ
か
の
不
安
が
残
る
。

何
と
い
っ
て
・
a
略
本
で
奥
書
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
へ
最
古
の
も
の
で
も

長
享
二
年
(
l
四
八
八
)
　
で
あ
り
'
広
本
の
最
古
本
大
福
光
寺
本
の
識
語

「
建
暦
ノ
フ
タ
ト
セ
」
　
(
l
二
1
二
)
か
ら
は
二
七
六
年
も
下
る
の
で
あ

s
a私
の
立
場
と
し
て
は
'
広
本
成
立
に
際
し
て
r
原
方
丈
記
」
と
呼
ぶ
べ
き

草
稿
本
が
あ
り
へ
　
そ
の
桐
成
が
略
本
に
近
か
っ
た
と
い
う
だ
け
な
の
で
あ

る
o
 
r
原
方
丈
記
」
と
略
本
と
が
同
1
の
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
碓
定
で
き

な
い
限
り
へ
略
本
=
草
稿
本
と
す
る
の
は
や
や
短
絡
に
過
ぎ
る
と
思
わ
れ

る
。
先
学
に
よ
る
論
証
も
、
略
本
か
ら
広
本
へ
の
流
れ
に
缶
き
が
置
か
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
'
略
本
が
本
当
に
草
稿
本
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
'
根
翻
し
草
の
感
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
そ
の
際
へ
略
本
諸
本
の
関
係
に
つ
い
て
も
'
あ
わ
せ
て
考

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
'
略
本
と
広
本
と
の
問
に
'
「
原
方
丈

記
」
を
介
し
て
'
次
の
よ
う
な
関
係
が
推
定
で
き
る
。
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お

　

わ

　

り

　

に

小
柄
で
は
、
大
福
光
寺
本
の
柄
成
と
表
現
と
い
う
内
郡
徴
滋
を
中
心
に

r
方
丈
記
」
の
成
立
過
程
を
検
討
し
'
広
本
の
草
稿
本
と
し
て
t
 
r
班
方
丈

記
」
　
の
存
在
の
可
能
性
を
仮
説
の
形
で
坦
ホ
し
た
。

口
出
初
に
も
述
べ
た
が
'
こ
の
間
湖
は
r
方
丈
記
」
の
読
み
と
り
と
も
深
く

か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
'
何
度
論
じ
て
も
論
じ
過
ぎ
と
い
う
こ
と
は
な
い
は

ず
で
あ
る
0
決
し
て
検
討
の
手
を
緩
め
て
は
な
ら
な
い
.
小
柄
も
、
こ
う
し

た
認
識
に
立
っ
て
の
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。

注
I
t
こ
の
他
に
略
本
良
作
広
本
偽
作
説
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
'
山

田
孝
雄
氏
に
論
破
さ
れ
て
以
来
へ
ほ
と
ん
ど
即
み
ら
れ
て
い
な
い
。

2
'
近
藤
春
雄
氏
r
中
国
と
書
芸
大
串
典
」
　
(
大
修
餌
召
店
へ
昭
和
五
十
三

年
初
版
)
に
依
れ
ば
'
「
記
」
と
は
'

文
体
の
名
O
客
観
的
に
事
を
苔
き
し
る
し
た
文
o
事
実
を
そ
の
ま

ま
古
い
た
文
o
正
字
通
に
「
記
は
誌
な
り
.
事
を
把
す
る
の
辞
な

り
」
と
あ
り
へ
そ
の
体
は
叙
叫
を
主
と
し
て
議
論
を
ま
じ
え
た
も

の
を
変
体
と
し
て
い
る
。

と
さ
れ
て
い
る
。
小
柄
で
言
う
「
記
」
の
文
学
も
'
お
お
む
ね
こ
れ
に

従
っ
て
い
る
.
注
7
遠
藤
氏
の
よ
う
に
、
r
方
丈
記
」
の
主
税
性
行
悟

性
の
潰
さ
か
ら
こ
れ
を
「
記
」
と
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
御
意
見
も
あ

る
が
'
小
稿
i
.
i
四
節
で
示
す
よ
う
に
t
 
r
方
丈
記
」
が
先
行
す
る

「
記
」
の
文
学
を
受
容
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

3
'
白
楽
天
の
二
作
品
の
引
用
本
文
は
r
白
氏
長
慶
災
」
　
(
芸
文
印
討

館
へ
中
華
民
国
七
十
年
)
に
依
る
o
返
点
は
私
に
付
し
た
.

4
'
日
本
古
典
文
学
大
系
r
懐
風
説
　
文
革
秀
尼
集
　
本
朝
文
枠
」
　
(
小

島
芯
之
氏
校
注
　
岩
波
討
店
へ
昭
和
三
十
九
年
)
に
依
る
。

5
、
折
目
木
古
典
文
学
大
系
r
方
丈
記
　
徒
然
申
し
　
(
佐
竹
昭
広
・
久
保

E
淳
両
氏
校
注
　
岩
波
門
店
へ
平
成
元
咋
)
の
付
録
に
依
る
。

6
、
復
刻
日
本
古
典
文
学
m
 
r
大
福
光
寺
本
方
丈
記
し
　
(
日
本
古
拙
文
学

全
へ
昭
和
四
十
六
年
)
に
依
る
。
以
下
へ
大
福
光
寺
本
の
引
用
は
こ
れ
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に
依
る
が
、
中
に
句
読
点
を
付
し
た
も
の
は
'
注
1
2
r
方
丈
記
解
釈

大
成
」
に
従
っ
て
い
る
。

7
'
河
崎
正
之
氏
r
方
丈
記
と
政
文
訓
読
的
表
現
」
　
(
福
井
大
学
r
国

語
国
文
学
J
　
第
六
号
、
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
)
、
遠
藤
好
英
氏

「
r
方
丈
記
」
の
文
章
-
そ
の
史
的
位
置
と
独
自
性
へ
の
視
点
-

「
(
r
日
本
文
学
ノ
-
卜
」
第
二
十
二
号
、
昭
和
六
十
二
年
l
月
)
.

8
'
青
木
伶
子
氏
　
武
蔵
野
書
院
へ
昭
和
四
十
年
0

9
へ
築
島
裕
氏
　
東
京
大
学
出
版
会
へ
昭
和
三
十
八
年
。

1
 
0
へ
石
垣
謙
二
氏
「
語
法
よ
り
糾
た
る
A
品
目
物
語
-
「
が
」
　
「
の
」
の
用

法
二
三
に
つ
い
て
-
」
(
r
国
語
と
国
文
学
.
[
第
十
八
巻
1
0
号
、
昭
和

十
六
年
十
月
)
　
に
示
さ
れ
た
も
の
で
'
河
崎
氏
前
掲
論
文
に
「
漢
文

訓
読
調
の
文
章
と
和
文
と
の
差
は
'
全
ガ
助
詞
に
対
す
る
「
ガ
+
形
式

語
」
の
割
合
に
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

1
 
1
へ
国
語
学
会
編
r
国
語
学
大
辞
典
J
　
(
東
京
堂
出
版
へ
昭
和
五
十
五
年

初
版
)
へ
　
「
対
句
」
　
(
市
川
孝
氏
執
筆
)
　
の
項
。

1
 
2
へ
受
瀬
l
雄
氏
　
大
修
館
苔
店
へ
昭
和
四
十
l
年
。

1
 
3
へ
永
積
安
明
氏
は
「
文
体
に
お
け
る
中
世
の
成
立
-
「
平
家
物
語
」
と

「
方
丈
記
」
を
め
ぐ
っ
て
-
」
(
「
文
学
」
第
二
十
六
巻
1
0
号
、
昭
和

三
十
三
年
十
月
)
　
に
お
い
て
へ

た
た
み
か
け
て
ゆ
く
文
章
の
'
ほ
と
ん
ど
論
証
的
な
明
噺
性
は
'

長
明
の
創
造
主
体
の
対
象
化
に
対
応
し
っ
つ
'
漢
語
の
抽
象
性
を

も
生
か
し
な
が
ら
へ
主
と
し
て
漢
文
訓
読
体
の
持
ち
う
る
分
析
的

な
特
徴
を
'
十
分
に
生
か
し
た
も
の
と
い
う
は
か
あ
る
ま
い
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

1
 
'
細
谷
直
樹
氏
「
広
本
方
丈
記
と
略
本
方
丈
記
」
　
(
r
国
語
と
国
文

学
」
第
四
十
1
巻
1
 
2
号
、
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
)
.

1
 
5
へ
岩
披
苔
店
r
方
丈
記
」
　
(
山
田
孝
雄
氏
校
訂
　
岩
波
召
店
、
昭
和
三

年
)
　
の
解
説
。

付
記小
塙
は
'
昭
和
六
十
三
年
度
卒
某
論
文
と
し
て
本
学
教
育
学
郡
に
提
出

し
た
も
の
か
ら
1
串
を
抄
出
し
て
'
こ
れ
に
加
筆
し
修
整
し
た
も
の
で

す
.
稲
を
成
す
に
あ
た
り
へ
位
藤
邦
生
先
生
よ
り
懇
切
な
御
指
導
を
賜
わ

り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

末
筆
で
恐
縮
で
す
が
、
若
輩
の
私
が
本
誌
の
記
念
す
べ
き
号
に
発
表
の

機
会
を
得
た
の
は
'
浮
橋
康
彦
先
生
を
は
じ
め
へ
教
育
学
部
国
語
科
の
先

生
方
の
御
配
慮
に
よ
る
も
の
で
す
.
こ
こ
に
記
し
て
'
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

I
・
本
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
在
学
-

-180-




